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今
回
私
は
４
月
16
日
、
兵
庫
県
保
険

医
協
会
北
播
支
部
主
催
の
小
野
市
エ
ク

ラ
会
議
室
で
行
わ
れ
た
医
療
安
全
研
修

会
に
職
員
７
名
と
参
加
致
し
ま
し
た
。

講
師
は
済
生
会
兵
庫
県
病
院
感
染
管
理

認
定
看
護
師　

小
川
麻
由
美
氏
で
、
感

染
症
対
策
の
基
本
的
概
念
か
ら
、
日
常

臨
床
に
則
し
た
実
践
的
な
お
話
ま
で
大

変
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
頂
き
ま
し

た
。 

　

講
演
は
、
感
染
に
は
悪
循
環
サ
イ
ク

ル
が
あ
り
、
拡
散
、
感
染
経
路
、
侵
入

を
防
ぐ
こ
と
が
重
要
で
、
そ
の
た
め
に

は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
プ
リ
コ
ー
シ
ョ
ン
、

す
な
わ
ち
、
適
切
な
手
指
衛
生
、
適
切

な
防
護
用
具
の
着
用
、
器
具
の
取
り
扱

い
方
、
環
境
対
策
、
呼
吸
器
衛
生
な
ど

を
正
し
く
遵
守
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
な
ど
の
内
容
で
あ
り
、
豊
富
な
写
真

や
ビ
デ
オ
を
交
え
な
が
ら
分
か
り
や
す

く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
当
院
に
お
き
ま

し
て
も
、
手
指
消
毒
の
見
直
し
、
一
処

置
一
消
毒
の
徹
底
や
、
感
染
症
が
疑
わ

れ
る
患
者
の
待
合
室
の
整
備
な
ど
、
聴

講
し
て
改
め
て
気
づ
く
点
が
数
多
く
あ

り
ま
し
た
。
診
療
所
と
い
う
狭
い
空
間

の
中
で
診
療
行
為
を
行
い
ま
す
の
で
、

全
職
員
が
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
て

お
か
な
く
て
は
と
感
じ
ま
し
た
。

　

当
院
の
よ
う
な
小
規
模
の
医
院
で
は

感
染
対
策
の
正
し
い
知
識
を
得
る
こ
と

が
困
難
で
あ
り
、
今
回
の
研
修
会
は
大

変
有
意
義
で
し
た
。
ご
講
演
頂
い
た
小

川
先
生
、
司
会
進
行
の
中
村
正
樹
先
生
、

本
研
修
会
を
主
催
頂
い
た
保
険
医
協
会

北
播
支
部
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

西
脇
市
・
は
や
し
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
武
志

（医師）日頃注意していることですが再度認識できま

した。診療所のスペースもあり見過ごしてきた点も

あり改善を考慮したいと思います。

（医療事務）今日知ったことを今日から生かしていき

たいし、回りにもきっと誤解しているところがある

と思うので伝えていこうと思いました。

（看護師）感染対策について理解しているようで理解

できていない面をあらためてわかり勉強になりまし

た。

（医療事務）研修会に参加して今まで特に気にしてい

ないことが感染につながっているんだと気付かされ

ました。

（看護師）診察室等においては手指の手洗い、消毒等

は比較的日頃からの習慣はあるのですが手術室に関

しては昔のままの現状がまだ続いています。この研

修会を機に一度参考にしたいと思います。

参加者アンケートより

全
職
員
に
正
し
い
知
識
を

院
内
感
染
対
策
研
修
会
を
開
催

済生会兵庫県病院の
小川氏が講演した

21 医療機関から 70 人が参加した

　

北
播
支
部
は
４
月
16
日
、
小
野
市
う
る

お
い
交
流
館
エ
ク
ラ
で
院
内
感
染
対
策

研
修
会
を
開
催
し
、
21
医
療
機
関
か
ら

70
人
が
参
加
し
た
。
医
師
、
看
護
師
を

は
じ
め
、
受
付
事
務
や
放
射
線
技
師
な

ど
、
幅
広
い
職
種
が
参
加
し
、
医
院
で

の
院
内
感
染
対
策
を
学
ん
だ
。
参
加
者

か
ら
の
感
想
文
を
紹
介
す
る
。



支部会員のみなさまへ

北播支部世話人会に

お気軽にご参加ください
最新の医療情勢の紹介と意見交換、日常診療の工夫や交流など、

ざっくばらんな集まりです。ぜひご参加ください。

日時：２０１０年６月 16 日（水）午後７時 30 分～

会場：小野市・加東市医師会館

参加希望・お問い合わせは
TEL：078-393-1817　FAX：078-393-1802
担当事務局 納富 ( ﾉｳﾄﾐ )・石本まで

【情勢について】
　政府の「事業仕分け　第２弾」で国立病院や労災病院の統廃合、
事業縮減などが決められたことや、民主党の参院選マニフェスト
の医療・介護分野の政策、審査・指導にかかわって、長妻厚労大
臣が査定率の地域間格差の実態調査を行うとしたことなどについ
ても意見交換した。
 

【日常診療について】
明細書発行の実態や厚労省のねらい、対応をめぐる状況などにつ
いて意見交換した。また、地域医療貢献加算についても、患者さ
んからの反応など意見交換した。

【今後の支部企画について】
支部総会記念講演や市民公開講座、接遇研修会などの計画につい
て意見交換。接遇研修会は 10 月に開催することとした。

世話人会だより
2010 年５月 19 日

（２）　　２０１０年５月２５日（毎月３回５・１５・２５日発行）　　兵庫保険医新聞　　（昭和 43 年 6 月 12 日第三種郵便物認可）　号外

記 念 講 演

どうなる、開業医の年金　～開業医は年金を受給できるのか？～

兵庫県保険医協会北播支部　第 26 回支部総会のご案内

日　時　６月１0 日 ( 木 )　記念講演 14 時～ 16 時　　総会・懇親会 16 時～ 18 時

会　場　滝寺荘（たきじそう）兵庫県加東市上滝野２８３　TEL：0795-48-3223

講　師　桂労務社会保険総合事務所長 ･ 社会保険労務士　桂　好志郎　氏

参加費　無料（懇親会無料）

　標記の通り、北播支部第２６回支部総会を開催いたします。今期の記念講演は「どうなる、開業医の

年金～開業医は年金を受給できるのか～」です。

年金保険料を払い続けているが、年金は一体いつからもらえるのか？　診療を続けていてももらえるの

か？　税金との関係は？　など、年金にまつわる問題では案外ご存知ないことが多いのではないでしょ

うか。そこで、今回の支部総会では専門家である桂先生に、一般論ではなく開業医と年金の問題につい

て日頃先生方が知りたいと思われていることを具体的にお話しいただきます。多数のご参加をお待ちし

ております。

▼　参加申込　FAX 返信　078-393-1802　※切り取らずにご返信ください　▼　

兵庫県保険医協会北播支部 第 26 回総会（6/10・木）参加申し込み

記念講演　（　　　）人 

総　　会　（　　　）人

懇  親  会　（　　　）人

地　　区  (　　　　　) 市・町　　医療機関名 (　　　　　　　　　　　　　  )

ご 芳 名  (　　　　　　　　　　　　 　)　　会場の地図（要・不要）
講師への質問がございましたらぜひ下記にてお寄せ下さい。


